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資料提供招請に関する公表

次のとおり物品の導入を予定していますので、
当該導入に関して資料等の提供を招請します。
令和２年 11 月 24 日

国立大学法人島根大学長 服部 泰直
◎調達機関番号 415 ◎所在地番号 32
〇第３号
１ 調達内容
 品目分類番号 14
 導入計画物品及び数量 病院情報管理シス
テム 一式
 調達方法 借入
 導入予定時期 令和４年度５月以降
 調達に必要とされる基本的な要求要件
Ａ 要求システムは、従来独立的な関係に
あった診療系・看護系・医事系・薬剤・検
査・手術／集中治療・透析・輸血・ＭＥ機
器・材料系等各部門システムを有機的に統
合し、本学附属病院の診療業務を総合的に
支援しつつ、病院業務を円滑に運営・管理
できるとともに、医療情報システムの安全
管理に関するガイドライン第５版（平成29
年５月厚生労働省作成）に従ったセキュリ
ティ管理機能を備えること。
Ｂ 要求システムは、病院運営管理機能とし
て、システム保守管理、ユーザー管理、ア
クセス権限及び履歴管理、人事管理、物流
管理、病床管理のほか医療従事者を対象と
した広報などのメッセージング機能、リス
クマネージメントのサポート機能等を有す
ること。
Ｃ 要求システムは、全体として診療情報の
開示やリスク要因の解析、外部評価などに
耐えられる粒度及び可用性を備えたデータ
の蓄積・抽出・再利用を前提とした構成を
とり、電子化診療録としての機能を有する
こと。加えて、要求システム内の各機能及
び本調達に含まれるサブシステムならびに

本院既存の各サブシステムとの間は相互に
連携してデータの有効利用を図り、冗長な
入力を避けること。
Ｄ 要求システムは、各サブシステムにおい
て、ビックデータ解析に適したデータの検
索・抽出が容易である機能を有すること。
Ｅ 診療に関わるオーダリング機能の対象と
して、患者基本情報、予約（外来、入院・
他科・他部署受診等）、検査（検体・生理・
放射線・輸血・病理等）、処方（院内・院
外等）、注射（外来・入院等、院内調剤等）、
処置（外来、病棟処置、放射線治療、内視
鏡・透析・理学療法等）、輸血、手術、歯
科処置、看護ケア、患者移動（入退院を含
む転棟・転科・主治医の変更・転床・外泊
等）、食事（給食、栄養指導等）、ＩＣＤ-10
コードに基づく病名（ＭＥＤＩＳＤＣが
発表している最新版の標準病名の利用が可
能であること。）、治験等を含むこと。これ
らのオーダーは安全・精度管理に必要とな
るタイムスタンプ・実施者・実施場所等の
属性を保持した実施入力に基づく運用を前
提とし、時系列に沿った一覧機能を有する
とともに、オーダー内容の変更履歴を備え
ていること。
Ｆ 電子化診療録機能及び診療にかかわる
オーダリング機能に連携したクリニカルパ
スの運用が可能であること。チーム医療（褥
瘡、ＮＳＴ等）において情報を有効に共有
する機能を有すること。
Ｇ 電子カルテサブシステムは、診療記録・
検査結果等を入力とし、リスクあるいは評
価スコアをアセスメント・意思決定支援を
行う機能を有し、そのデータを蓄積・解析
する機能を有すること。また、ユーザーが
新規のアセスメント機能を容易に作成でき
る編集機能を有すること。
Ｈ 電子カルテサブシステム・オーダーエン
トリシステムは、外部接続したサービスプ
ログラムと情報連携できる機能を有するこ
と。

Ｉ 薬剤、検査、放射線、病理、輸血、材料、
透析、医療機器管理、集中治療室、手術部、
高度外傷センター、各サブシステムは、各
部門のデータを一元管理し、統合的なデー
タベースの構築、統計、集計の提供機能を
有すること。また、オーダーエントリシス
テムと連携し、オーダーの受信、検査結果
の送信、報告書、会計情報を電子カルテサ
ブシステムと共有する機能を有すること。

Ｑ 要求システムは、現有システムに接続し
運用している各部門のサブシステム及び医
療機器等とＧigabit Ｅthernetにより構築
されている院内ネットワークを介しＴＣ
Ｐ／ＩＰにて接続して利用できること。加
えて、各サブシステムと要求システムとの
間でデータ通信の必要が生じた場合には、
これを実現するために必要となる情報を提
供すること。また、要求システムにおいて
は、必要に応じワイヤレスの環境を設定し
て携帯型端末を利用したシステムが利用で
きること。
Ｒ 要求システムは、予測できうる障害に対
して頑健な、いわゆるノンストップシステ
ムとして構成し、且つ迅速なレスポンスを
確保できる性能を有すること。
Ｓ 要求システム全体の保守管理体制及び操
作教育体制を有し、これを行うこと。
Ｔ 地域医療情報ネットワークの機能拡充を
行い、地域の医療機関・福祉施設をネット
ワークで結び、地域住民の医療情報の共有
化（データベース化）、及びケアの連携（患
者紹介、遠隔画像診断、遠隔カンファレン
ス等）を図ることで、地域医療機関との連
携を強化できるシステムを構築すること。
Ｕ 診療・病院管理に関わるソフトウェア開
発はＣomponent-based soft engineering
（ＣＢＳＥ）に準拠して行い、開発された
コンポーネントについては、本学でのプロ
グラミング作業に利用できるようライブラ
リとして提供できるようなシステムを構築
すること。また、さまざまな制度改定に頑
健な開発工程を導入すること。
Ｖ 本学の指示により、要求システム上で運
用上必要となる技術情報等を提供するこ
と。本学はこれに基づき現有病院情報シス
テムに蓄積された診療情報等の必要となる
データ群及びマスター等を提供するので、
これらを要求システム上に移行し利用可能
とすること。

Ｊ 生体情報モニタリングシステムによる生
体信号データを含めたビッグデータ時系列
解析を容易に行うための機能を有するこ
と。
Ｋ 生理検査サブシステムは生理検査、超音
波画像診断検査、脳波検査、筋電図・誘発
電位検査、運動負荷心電図検査、長時間心
電図検査、肺機能検査に対応していること。
また、オーダーエントリシステムと連携し、
オーダーの受信、検査結果の送信、検査報
告書を作成する機能を有すること。
Ｌ 生理検査サブシステムは、既存データの
閲覧が常に可能であり、取得した検査結果
及び作成した検査報告書を病院情報システ
ム端末から参照可能であること。
Ｍ 医事会計サブシステムは、電子レセプト
生成及び経営分析に必要となるオーダー情
報の全ての項目を取り込んで蓄積し、入力
の自動化に対応すること。電子レセプト生
成においては、医科および歯科のオンライ
ンレセプトに対応できること。さらに、会
計情報と診療情報とを連携させ、即時的に
解析が可能な機能を有すること。
Ｎ 各システム稼働時にカスタマイズするマ
スター類については、管理部門のユーザー
がマスターのメンテナンスを容易に行える
機能を有すること。
Ｏ 要求システムの各端末は、マルチウィン
ドウやＧＵＩを採用し、操作性の統一を図
り、快適な作業環境を提供すること。また、
各端末の一元管理を実現するために統合的
な機能を提供すること。
Ｐ 情報伝達の接続手順はＴＣＰ／ＩＰ、画
像はＤＩＣＯＭver30以降・ＪＰＥＧ2000
及びＭＰＥＧ２、電文情報はＨＬ７ver24

以降とＸＭＬの利用（いずれも上位互換）
を前提とした、マルチベンダーマルチプ
ラットホームに対応可能なオープンシステ
ムであること。
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